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年 ]0 iヨ i易 所 "議 題 i土i 来
1971年 J々、公乙、 よτEL三 教育呂標と (1) 意見書についての一般討議。





10月1日 執行部 先生たちへ (1) すべての学年懇談会を 3ヶ月間取り止めるとの決定。
のチグハグ (2) 執行部は新しい教育機構案を起草し，できるだけ早く
な要求 総会に提出することに同意。












(5) 投票の結果i 最終採決せよとの意見が僅差で勝つ。 I
(6) 予備投票の結果は 改革提案にほぼ満場一致。
(7) 執行部は最終採決をづ昼間延期することに同意。
1 月21ヨ 「声なき多 ワークショ (1) それは三年生の四組の父兄がイニシアチブをとって開
数Jの ップをやっ かれた。そこには，ほぼ30名が出席した。











試 み | マネジメントの川 イデオロギ-fiqiiLYiVi: * 結果
(1)自襟についての投票 優先Jlft位の設定 1 "'J 失敗
(2r-'f:年懇談会の取り止め 秘かなl{児り I~Iき
(3)秘密集会 j時前協議 {民 失 lix
(4)実行プラン 問題回避 !j-J ぐ り 成功
(5)締切j明限 向J し {庄 成J;JJ
* その程度は，参加者によるコメントと，組織が表明しているイデオロギーと
にもとづいて著者が評定したものである。(訳書第六章 162頁)
革をめぐる意思決定の事例報告である。表2は，表 lの意思決定プロセスの中で呉体的に試みられ
たマネジメントの正当性と結果の関係を一覧表に示したものである。乙の表から，一目瞭然である
のは，五つのマネジメントの試みが成功するか失敗するかは，イデオロギーの正当性に比例するも
のではないことなど，意思決定過程における偶然的ともいえる出来事の流れが，意思決定の合理性
やイデオロギーを圧倒している事実である。こうした事実は，教育組織における意思決定の過程を
よりリアノレに捉えるモデノレが必要な乙とを示している。コ、、ミ箱モデノレは，そうした教育組織のリア
リティーを記述し，説明する一つの有効なモデルであると考えられる。
本書lとは，このモデノレの有効性を示す他の報告も収録されているが，特に，組織呂擦やテクノロ
ジーがあいまいで，意思決定への参加が流動的で、あるといった特徴を持つ学校総織における管理運
営の組織論にとって，上記の事例lζ類した意思決定状況は日常的でさえある。加えて，何よりも近代
の知の理論に支持された組織論の再検討に多くの示唆を与えるパラダイムを提示していると言って
よい。
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